
中長期計画書の記載のポイント

中長期計画書では、省エネ法の判断基準に基づき、エネ
ルギー使用の合理化計画や非化石エネルギーへの転換
計画を策定します。その際のポイントを学びましょう。

第 ９ 章



中長期計画書とは？

2年連続でSクラス認定された事業者は
免除を希望できる。
（２年連続Sクラス＝毎年計画書を提出せずとも
省エネ取組みが行われているという評価）

中長期計画書
報告年以降のエネルギー使用の合理化計画
や、非化石エネルギーへの転換計画について
記載する書類。
判断基準に基づいて計画内容を記載する。

「中期計画書の提出免除の希望」に
チェックして提出する

Ⅰ「計画書（合理化）の計画期間」の
最終年には再提出が必要



⚫ 合理化計画 → 計画期間の最終年に再度提出

⚫ 非化石転換計画 → 計画に変更がない限り、上限5年は提出不要

免除期間についての考え方

2022年度 2023年度 2024年度 ２０２５年度 ２０２６年度 ２０２７年度

定期報告書の
評価

S S S S S S

中長期計画書
（合理化）

免除
提出

（免除申請）
免除 免除

提出
（免除申請）

免除

中長期計画書
（非化石転換）

― 提出
計画内容に変更がない限り、提出不要

（上限：５年） 提出

ケース1

計画期間が４年の場合
提出後５年間

計画内容に変更がない場合全事業者提出必須

計画期間：
2023年度
～2026年度



免除期間についての考え方

2022年度 2023年度 2024年度 ２０２５年度 ２０２６年度 ２０２７年度 ２０２８年度

定期報告書の
評価

S S S A S S S

中長期計画書
（合理化）

免除
提出

（免除申請）
免除 提出 提出

提出
（免除申請）

免除

中長期計画書
（非化石転換）

― 提出
計画内容に変更がない限り提出不要

（上限：５年） 提出

ケース２

全事業者提出必須
2026年から２年連続してSクラス評価の場合

提出後５年間

計画内容に変更がない場合



エネルギーの合理化計画（省エネ計画）の記載のポイント

検討事項等を記載
報告年度の定期報告書に記載している

エネルギー使用量

具体的な計画を記載
• ファン・モーターのインバーター化
• 照明のLED化
• 空調設備の更新
• 各熱利用設備の断熱強化 など

各計画の中で最も遅い計画の完了時期を記載する。



非化石エネルギーへの転換計画の記載のポイント

2030

報告年度の電気の使用量（化石・非化石含む）

検討事項等を記載

• 廃棄物等の利用拡大

• 非化石比率の高い電気メニューへの転換

• 自家発電に使用するバイオマス燃料の割合増加 など

非化石エネルギーへの

転換計画を記載



非化石エネルギーへの転換目標の評価

中長期計画書 定期報告書

中長期計画書で設定した目標に向けての進捗を定期報告書で記載する。

特定第４表



⚫ 中長期計画書は、省エネの計画と非化石エネルギーへの

転換の計画を記載する書類である。

⚫ ２年連続でSクラス評価を受けた事業者は、提出免除を希

望する場合、計画期間の最終年に再度提出が必要である。

⚫ 非化石エネルギーへの転換計画では、１－１「非化石電気

の使用状況」が全事業者記載必須の項目である。

⚫ 非化石エネルギーへの転換計画にて設定した目標数値は、

定期報告書特定第４表の３でも記載する。

第9章 まとめ



ご視聴ありがとうございました

第 10 章

電気の一時換算係数の考え方
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